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内容要旨 
【背景】バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）は敗血症や心内膜炎の起炎菌
となりうる重要な院内感染菌の一つである．今回，VRE感染症に対する
リネゾリド（LZD）とキヌプリスチン-ダルホプリスチン（Q-D）の治療
効果をメタ解析により比較検討したので報告する． 
【方法】PubMed及び EMBASEから，“linezolid”，
“quinupristin-dalfopristin”，“Enterococcus”，“human”をキーワード
（統制語）として，言語は限定せずに該当文献を網羅的に検索（2017年
4月 5日）した．文献の収集及び選択は 2名の研究者が独立して行い，収
集した文献からオッズ比（ORs）及び 95％信頼区間（CI）を抽出，欠如
データは著者に問い合わせた．統計解析には RevMan 5.3を使用して，変
量効果モデルを用いた効果量の重みづけ平均による解析を行い，異質性及
び出版バイアスの統計学的評価も併せて実施した． 
【結果・考察】検索した 674報のうち，適格基準に該当する 5報（1 RCT 
and 4 Retro）が選定された．LZD 群（n=208）と比較して Q-D 群（n=125）
は優位に死亡率が高い（OR, 0.47; 95% CI, 0.23 to 0.97; heterogeneity 
P=0.13, Z=2.05, P=0.04, I2=44%; Begg's test, P=0.33; Egger's test, 
P=0.78）ことが示されたが，臨床的及び細菌学的治癒に有意差は認めら
れなかった（58 and 43%, respectively, P=0.6; OR, 1.51; 95% CI, 0.75 to 
3.04; heterogeneity P=0.32; Z=1.15, P=0.25; I2=0%）．また，治療に伴う
有害事象は，両群で異なるプロファイルを示した．本成果は VRE感染症
に対する有効な薬剤選択を示唆するものであるが，患者への適応にあたっ
ては，本研究の制限や薬剤特性，病態，微生物学的情報などを考慮する必
要があり，今後の検討が必要と考える． 
 
